
１．　　　　出席者紹介

2．　　　　基本方針説明

3．　　　　運営状況説明

4．　　　　利用者様ご利用状況

5．　　　　地域密着に関わる取り組み

令和２年度　第８回　デイサービス未来中岡　運営推進会議

株式会社　吉田家具店

デイサービス未来中岡

1



1．　　出席者紹介

勿来・田人地域包括支援センター　 　

自治会会長・区長

民生委員

デイサービス未来中岡　管理者

２．　　基本方針説明

　デイサービス未来は、平成２８年４月より指定地域密着型サービスの中の指定地域

密着型通所介護へ移行となりました。

移行に伴い、以下のような内容で方針を定めております。

　<指定地域密着型通所介護での基本方針>

　ⅰ）　指定地域密着型通所介護事業者は、その運営に当たって地域住民またはその

　　　　自発的な活動等との連携及び協力を行う地域等との交流に努める。

　ⅱ）　指定地域密着型通所介護の提供に当たっては、利用者、利用者の家族、

　　　　地域住民の代表者、本事業所が所在する圏域の地域包括支援センターの職員、

　　　　地域密着型通所介護について知見を有する者等により構成される協議会

　　　　（以下この項において「運営推進会議」という。）を設置し、概ね６カ月に

　　　　１回以上、運営推進会議に対し活動状況を報告し、運営推進会議による評価を

　　　　受けるとともに、運営推進会議から必要な要望、助言等を聴く機会を設ける。

　ⅲ）　指定地域密着型通所介護事業者は、前項の報告、評価、要望、助言等について

　　　　記録を作成するとともに当該記録を公表するものとする。
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長谷川　教夫　様　

陣野　英之

※今回は新型コロナウィルス感染症予防として、運営推進会日の開催はせ
ずに、資料配布のみとなっております。

ご担当者　様

小宅　嘉有　様



３．　　運営状況説明

Ⅰ）職員体制

Ⅱ）利用定員と現在の介護度別契約人数

事業 合計

2名 81 名

Ⅲ）利用者様の利用時の流れ (パンフレット参照)

①

⑦

②

⑧

③

⑨

④

⑩

⑤

⑪

⑥

⑫

⑦へ

　定員は午前18名・午後18名で、各々3時間5分での訓練対応となります。

＊2020年 12月現在

3ヒヤリハット 6 0

理学療法士との個別訓練

ご自宅までお送り

件数 うち怪我等の重度件数

事故報告書 2 0

集団での準備運動

物療治療（3種類）

集団でのゴムバンド運動

退所バイタルチェック

集団でのゴムボール運動

集団での口腔体操

⑥から

ご自宅までお迎え

脳トレ（数十種類）

来所バイタルチェック

マシン運動（８種類）

介護4 介護5

20 名 29 名 17 名 10 名 1 名 2 名 2 名

支援1 支援2 介護1 介護2 介護3

介護職員 非常勤 4名 利用者様の介護と訓練指導

送迎職員 非常勤 1名 利用者様の自宅から施設間の送迎

機能訓練
指導員

常勤 １名
利用者様の機能訓練指導及び計画書の作成・評
価

看護師 常勤 １名 利用者様の健康及び心身状態の把握

管理者 常勤（相談員兼務） １名 職員及び業務の管理と利用者様の介護

相談員 常勤 １名 通所介護計画書の作成、相談・援助業務

職種 勤務体制 人数 内容



４．　　利用者ご利用状況

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

4

合計人数 27 30 29 29 29

15 14 14 14

２単位

13:10～16:15
13 15 15 15 15

1単位

8:45～11:50
14

④　曜日別延べ利用者数

(１単位辺り定員　１８名)

③　年代別に見て行きますと、60代が2名、70代が20名、80代が54名、90代が12名と、80
　　　代の方が非常に多く、平均年齢も82.9歳で、最高齢のご利用者様も男性が95歳、女
　　　性が93歳と、皆様とても元気で、健康長寿に向けて日々体調に合わせた運動に取り組
　　　んでおります。

④　曜日別に見て行きますと、月曜日が午前と午後を合わせて27名、火曜日が30名、水曜日が
　　　29名、木曜日が29名、金曜日が29名となっております。
 　　施設面積では18名定員で届け出となっているが、準備体操等の集団で行う運動スペース
　　　確保の都合と、施設内のソーシャルディスタンスの観点から、定員15名で対応している。

①　現在、男性の利用者様が29名、女性の利用者様が５39名、合計８8名のご利用者様に
　　　ご登録頂き、日々の訓練や運動に取り組んで頂いております。

②　介護度別に見て行きますと、事業対象者の方が2名、要支援１の方が17名、要支援２
　　　の方が30名、要介護１の方が22名、要介護２の方が12名、要介護３の方1名、要介
　　　護４の方が2名、要介護５の方が2名となっており、要支援の方が合計49名で
　　　55.7％、要介護の方が39名で、44.3％となっております。

2020年5月以降の半年間では、送迎に関わる事故が2件と、施設内でのヒヤリハットが6件となっております。
事故については、送迎時に利用者様宅の花壇への接触と、送迎待機時の駐車場内での追突されての貰い事
故で、ヒヤリハットは施設内での移動時に押し車やピックアップ歩行器を使用されてご利用されている方が突
如膝折れしてしまい、床に膝をついてしまうケースが挙げられております。どちらも安全対策を再確認して、同様
の事故やヒヤリハットが無くなるように研修を実施しております。

＊2020年12月現在　

男性29名

（33%）

女性

59名(67%)

①男女比率８8名
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② 介護度別利用状況
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③ 年齢別比率 平均82.9歳

最高齢 (男性95歳 女性93歳 )

60代 2名 70代 20名

80代 54名 90代 12名



　　5．　　地域密着に関わる取り組み

⑤　2020年5月以降に認定更新や区分変更申請となった方は25名で、内20名は新型コロナ
　　　ウィルス感染の影響により自動更新で変わらない認定となっており、残りの5名は病状や認知
　　　症の症状の進行、転倒による骨折等の影響により、区分変更となっております。
　　　また、5月以降のご利用終了者は、6名となっており、加齢(95歳・女性)による意欲低下、他
　　　県へ引っ越し、他サービスへ移行、人間関係の不一致の4名と、死亡が2名となっております。

今年度は新型コロナウィルス感染の全国的な流行に伴い、地域に住む高齢者の安全な外出先の確
保に専念して施設運営を行い、ブログ等で取り組み内容を各種発信していったり、スタッフミーティン
グ等でも勉強会などを行い、対策を強化を図っている。また、昨年の台風１９号による水害被害を受け
て、洪水時浸水危険区域となり、要配慮者利用施設となった為、避難訓練の実施を行う。


